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1.組織の概要 

 

(1) 事業所名及び代表者氏名 

事業所名 ： 株式会社 静岡田園 

代表者 ： 代表取締役  渡邉 臣美 

 

(2) 所在地 

本社 : 静岡県 静岡市 葵区 牧ケ谷 2363番地 

富士営業所 ： 静岡県 富士市 中丸 307番地の3 

 

(3) 会社経歴 

設立年月日 ： 創業 昭和 44 年 4 月 28 日 

資本金 ： ￥10,000,000- 

役員等 ： 代表取締役  渡邉 臣美 

専務取締役  渡邉 大祐 

事業年度 ： 令和 5 年 5 月～令和６年 4 月 

 

(4) 環境管理責任者氏名および担当者連絡先 

環境管理責任者 ： 渡邉 大祐 

担当者 ： 渡邉 大祐 

連絡先 ： TEL 054-207-9022 

FAX 054-207-9033 

   Mail ： denen-3939@cy.tnc.ne.jp 

 

(5) 事業活動の内容 

産業廃棄物の収集運搬 ：80% 

建設業(しゅんせつ工事) : 20%  許可番号：静岡県知事許可 第013712号 

 

(6) 事業の規模 

  

 単位 R2年度 R3年度 R4年度 

売上高 百万円 143 153 153 

産業廃棄物収集運搬量 t 4399.41 4330.88   3381.24 

従業員数 人 7 7 7 

敷地面積（延べ床面積） ㎡ 742（185.5） 742（185.5） 742（185.5） 

処理料金の提示 
処理内容によって金額が異なる為サンプル等をみてから 

金額を設定 

mailto:denen-3939@cy.tnc.ne.jp
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(7) 事業所所在地の位置付け 

(ｱ) 都市計画法での用途地域指定 

(ｲ) 静岡県生活環境の保全等に関する条例等での環境関連規制の地域指定 

・騒音規制→バキューム車作業時対象  ・水質汚染 

・振動規制→バキューム車作業時対象  ・大気汚染 

・悪臭規制→バキューム車作業時対象 

・地下水採水規制 

 

(8) 産業廃棄物収集運搬業 

(ｱ) 許可の内容 

【許可番号】 

静岡県 ： 第 022 010 30006 号 

埼玉県 ： 第 011 010 30006 号 

【許可年月日及び期間】 

静岡県 ： 令和2年6月9日 ～ 令和9年6月9日 

埼玉県 ： 令和3年11月10日 ～ 令和8年10月14日 

【事業の範囲】 

収集運搬  (積替え及び保管行為を除く) 

【許可品目】 

汚泥・廃油 (静岡県)  

汚泥・廃油 (埼玉県) 
 

(ｲ) 運搬車両と台数 

      強力吸引車（バキューム車）３台  

 

 

   

 

 

 

 

 

組織の対象範囲は全活動・全組織・全従業員とする。 

 

  

車両名 規格 自動車登録番号 最大積載量 

強力吸引車 10t車 静岡800 は 13-56 8,850kg 

強力吸引車 10t車 静岡800 は ・800 9,320kg 

強力吸引車 4t車 静岡800 す 14-81 2,570kg 
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2.環境経営方針 
株式会社静岡田園は、しゅんせつ工事業及び産業廃棄物収集運搬業等を通じ地域及

び環境への影響を考慮し、企業としての社会的責任を果たす為にエコアクション21の

システムを導入し、環境活動を展開します。 

更に、地域社会と協調し、環境にやさしい経営を進めると共に、地域社会に貢献す

る企業をめざし活動に取り組みます。 

 

〈行 動 方 針〉 

  環境に配慮した活動の目標を設定し、環境経営目標の達成状況及び環境

経営計画の実施状況を定期的に確認・評価し、環境経営システムを継続的に

改善します。 

 

１．収集運搬車両のエコドライブを実践し省エネ・排気ガスの抑制に取り組み、

二酸化炭素排出量の削減に努めます。 

２．廃棄物排出量の削減とリサイクル率の向上を推進します。 

３．水使用量の削減を推進します。 

４．環境関連法規などを遵守します。 

５．購入資源等のグリーン購入を推進します。 

６．地域との連携を密にし、地域に迷惑をかけない安心・安全な工事、収集、

運搬作業を行います。 

 

    制定日     令和4年 5月 1日    

              株式会社 静岡田園 

代表取締役 渡邉 臣美  
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3.環境経営目標・環境経営計画             
作成責任者  渡邉 臣美 

                           発行日 令和5年 5月 1日 

環境方針に基づき、以下のような環境目標を設定し行動します。 

 

1) CO2排出量の削減 ： 絶対値及び収集運搬実績あたりの原単位と併行管理 

2) 産業廃棄物 ： 資源リサイクル率を把握して目標値を策定していきます 

3) 水使用量削減 ： ベンチマーク水準の維持管理 

4) グリーン購入の推進 : 実績把握対比し購入品目を増加していきます 

5) 周辺地域に迷惑をかけない 

6) 安心安全な工事 ： 苦情 "0" 

 

 

環境経営目標推進表 

環境目標項目 単位 

ベンチ

マーク 
中期環境経営目標値 

 

H30年度 R1年度 R2 年度 R3年度 R4 年度 R5年度  

CO2総排出量(0.5%/y減) kg-CO2 108,263 107,722 107,180 106,639 106,098 105,556  

購入電力排出量 kg-CO2 2,340 2,328 2,316 2,305 2,293 2,281  

化石燃料排出量 kg-CO2 105,923 105,394 104,864 104,334 103,805 103,275  

一般廃棄物排出量 ㎏ 890 886 881 877 872 868  

産業廃棄物排出量 t 2.1 2.1 2.1 2.1 2.1 2.0  

水使用量 m3 260 259 257 256 255 254  

グリーン購入の推進 件 2 3 4 4 5 5  

安全安心な工事 
件 0 0 0 0 0 0 

 

（苦情件数）  

削減率 ％   0.5 1 1.5 2 2.5  

 

 

＊購入電力のＣＯ2 排出係数は、０．４９７kg-CO2/KWh である 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



6 

 

 

 

 

 

 

新環境経営目標推進表(令和5年度以降) 

 

環境目標項目 単位 

ベンチマーク 中期環境経営目標値  

R2～R4 

平均値 
R5年度 R6 年度 R7 年度  

CO2 総排出量(0.5%/y 減) kg-CO2 104,804 104,280 103,756 103,232  

購入電力量 KWh 4515.7 4,493 4,471 4,448  

ガソリン使用量 L 4662.8 4,639 4,616 4,593  

軽油使用量 L 35671.7 35,493 35,315 35,137  

LPG使用量 ㎏ 67.0 66.6 66.3 66.0  

収集運搬 1t当たりの CO2 kg-CO2/t 26.0 25.8 25.7 25.6  

一般廃棄物排出量 ㎏ 526 523.4 520.7 518.1  

産業廃棄物排出量 t 2.6 2.6 2.6 2.6  

産業廃棄物リサイクル率 ％ 50 50.0 55.0 60.0  

水使用量 m3 273 271.6 270.3 268.9  

安全安心な工事（苦情件数） 件 0 0 0 0  

収集運搬量 t 4034.32     

 

 
            ＊購入電力のＣＯ2 排出係数は、0.388kg-CO2/KWh である 
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4.環境経営計画の取り組み内容とその評価、次年度の取組内容                作成責任者   渡邉 大祐   

発行日  令和5年 10月 1日 
取組状況記載説明  ○:取り組んでいる、△:さらなる取り組みが必要、×:取り組んでいない 

 

 

 

R4年 R5年

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

事務所 不在時、休憩時、昼休みの消灯 全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 引き続き継続する

現場(休憩室) 節電標語の掲示 事務所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 引き続き継続する

エアコン冷房:26度暖房22度 担当者 ○ ○ ○ △ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 温度設定と消し忘れの確認

燃費の把握、車両、重機のアイドリング
／ストップの励行

全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 引き続き継続する

事務所 コピー済み用紙のメモ用紙へ転用 事務所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 引き続き継続する

現場(休憩室) 現場 処分前に分別チェック

担当者 引き続き確認を継続する

事務所 こまめに蛇口を閉める 全員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 引き続き継続する

現場 節水標語の掲示 事務所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 引き続き継続する

安全安心教育実施

工事に伴う騒音・振動防止の推進 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 引き続き継続する

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 引き続き継続する

事務所
グリーン購入の優先購入
  (グリーン商品の確認)

事務所 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
事務用品売り場で商品をチェックしてか
ら購入するよう心掛ける

グリーン購入の推進

水使用量の削減

安全安心な工事の推進

現場 全員

各現場毎月１回

○

現場

エコドライブの推進

廃棄物排出量の削減、リサイクル率の向上

資材、廃棄物等、種類毎の置場の区分
と表示

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

化石燃料の削減

取組目標 取組内容 担当者 次年度の取り組み内容

二酸化炭素排出量の削減・購入電気量の削減」
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４．付表 取り組みに必要な手順内容 
 

取組に必要な場合の手順内容 

取組 項目 手順 

二酸化炭素の削減 照明 ①消灯の徹底（１回/週チェックする） 

空調 ① 温度設定 夏 26℃冬 22℃ 

② 節電表示 

③フィルター定期清掃 

④使用してない部屋の空調停止 

⑤遮光対策 

作業車・他 ①エコドライブ 

②日常・定期点検の実施 

③省エネ車の導入検討 

④排ガス対応車の導入検討 

⑤不必要なアイドリングの禁止 

⑥エコ整備 

省資源 事業所排出物 ①コピー用紙の両面使用 

②封筒の再利用 

③集約化購買 

④ＦＡＸのＰＤＦ化 

⑤3R の実践 

⑥廃棄物の分別とリサイクル 

⑦エコキャップ運動の参加 

廃棄物 ①古紙、カン、ビン、ペットボトル等の分別化 

②使い捨て製品の抑制 

③発生したゴミは出来る限り圧縮する 

節水 上水 ①節水表示 

②ストップガンの取り付け 

③こまめな放水の調整 

グリーン購入 事務用品 ①グリーン購入適合商品の購入 

②何回も使える物品の購入検討 

備品 ①環境ラベル登録品の購入検討 

②小さい容器から大きな容器への切替検討 

環境に配慮した自社の取り組み ① 分別方法の教育 

② 近隣の清掃,草取り（歩道など） 
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5.環境経営目標の実績 
  
〈R4.5/1～R5.4/30 活動実績の目標対比〉 

 

 
  

目標値 実績

R4年度
R4.5/1～
R5.4/30

  (A) (Ｂ)

①ＣＯ２総排出量 Kg-CO2 106,098 109,315 103.03% △

②購入電力排出量 Kg-CO2 2,293 2,489 108.54% △

③化石燃料排出量 Kg-CO2 103,805 106,826 102.91% △

④一般廃棄物 ㎏ 872 329 37.73% ○

⑤産業廃棄物 ｔ 8.6 10 116.28% ×

⑥水使用量 ㎥ 255 268 105.10% △

⑦水排出量 ㎥ 255 268 105.10% △

安全安心な工事 ⑧苦情件数 件 0 0 - ○

グリーン購入の実績 ○

環境への負荷 単位 B/A　％ 評価

温室効果ガス排出量

廃棄物排出量

水使用量の維持

⑨再生紙、エコファイル、コピー紙、エコ作業服

file:///D:/R5年度%20エコアクション21%20中間審査%20資料/5　環境目標の実績.xlsx
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6.環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、 

訴訟等の有無 

〈下記の遵守・内容評価結果違反はありません〉      
令和 5年 7月30日  

環境管理責任者 渡邉大祐 

 

〈違反・訴訟などの有無〉   

関係機関からの指摘、利害関係者、近隣住民からの訴訟等は、過去3年間ありませんでした。 

 

  

法規 規制内容 遵守評価
遵法評価結

果

①作業環境の確保
　⇒夏季は事務所内に飲料保管,作業員に支給

空調機運転
飲料支給

○

②健康診断の実施
全員実施
(2023.8/4)

○

③労働環境の保持
　⇒安全衛生管理者の選出

安全衛生管理者
の配置

○

収集運搬業の許可証（汚泥、廃油）
　　埼玉県：2026(令和8)年10月14日
　　静岡県：2027(令和9)年06月09日

期限確認
事務所内掲示

○

産業廃棄物委託・受託基準、契約書締結
　⇒主な産廃処理委託先（中間処分場）の
　　許可期限確認
　　 坂本建設㈱：2024(令和6)年9月30日

期限確認
契約書締結時、
許可証添付

○

産廃処理委託先 現地の確認
　⇒取引先と同行

2023.1/20㈮
㈱大洋ｻｰﾋﾞｽ

○

産業廃棄物管理票(マニフェスト)の保管、年
間交付状況の報告

年毎にファイル
綴じ事務所保管
2023年6月 提出

○

収集運搬車の表示義務・書類携帯

運搬車に許可番
号記載
運搬車両一覧表
の携帯

○

道路交通法
アルコールチェックの実施状況
安全運転管理者の配置

点検表にて確認 ○

道路運送車両法 所有車両の法定点検及び車検の実施
車検証有効期限
の2週間前まで
に車検実施

○

悪臭抑制、焼却の禁止 対象物無し ---- ○

フロン排出抑制法
エアコンの漏洩防止・簡易点検(四半期一回)
／非該当

----
事務所の

エアコンは
家庭用

自動車リサイクル法 使用済み自動車の適正処理　委託 廃棄時に遵守 ○

労働安全衛生法

廃棄物処理及び清掃に関す
る法律
（静岡県産業廃棄物の適正
処理に関する条例）
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7.現 実施体制（令和4年1月～） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

経営責任者 

代表取締役  渡邉 臣美 

環境管理責任者(兼務) 

専務取締役  渡邉 大祐 
・全体計画の立案 

・文書の作成、管理 

・一般教育の実施 

事務・経理部門 

専務取締役  渡邉 大祐 

営業部門 

営業部長  武島 秀樹 

現場部門 

エコリーダー       鈴木 康弘 

安全衛生管理者   伏見 次郎 

安全運転管理者   杉山 隆一 

・システム運用上の事務管理 

・客先への環境情報提供・提案 

・現場環境活動の推進 

（収集運搬・建設工事リーダー） 

・「環境関連法規等の遵守に必要な 

取り組みを実施」 

・環境方針を定める 

・環境管理責任者を指名(兼務) 

・資源(人材・資金・技術)の用意 

・システムを見直す 
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8．事故及び緊急事態の想定結果及びその対応策 
  作成責任者  渡邉 大祐 

  発行日 令和5年 3月 1日 
１．緊急時対策   

想定される環境に於ける緊急事態について環境への影響を最小限に食い止める、内外への連絡を円滑に行う、

可能な範囲で事前に想定準備する事。また定期的にその訓練を行う。更に緊急事態発生や訓練の後、対応の評

価改善をする 

 

     

２．訓練記録 

 

訓練日 想定される緊急時の状況 原因 対処・訓練等 

2022.11.4㈮ 
混合廃棄物ボックスから

の火災 
自然発火 

整理・整頓の確認、消火器を目立つように

設置する。 

参加者   全社員 

＊評価と改善策 

 混廃の入れ物に廃棄する時の注意、日常的に整理清掃を心掛ける。 

思わぬ悪天候により、廃棄物シートやホース等の廃棄物が敷地内に飛散している時がある。 

周辺に火元がないが、喫煙等による想定外の引火も考えられるため、普段から片づけをする。 

土地柄、強風が頻繁にある為、日常の業務内でも迅速にできるように社員に呼び掛けた。 

 

訓練日 想定される緊急時の状況 原因 対処・訓練等 

2023.2.10㈮ 作業中の大地震 
東日本大地震の影

響を受けての訓練 

東日本大地震の影響を受けての訓練 緊

急時の分担を決める 

火災ごとに避難行動を明確にする 

参加者   全社員 

＊評価と改善策 

熱海の土砂崩れをニュースで見るたびに場所的に近くに山を背負っているので他人事とは思えない 

日本全国あちこちで頻繫に発生する震災の影響でいつあっても不思議の無いこの地域での大地震の揺れに

も対応できるよう起こりうる災害を可能な限り想定している。 

実際に行動できるような訓練と役割分担を明確にした。習慣にしていくよう心掛ける。 

想定のパターン 想定される緊急事態 原因 対応策 

パターン１ 混廃ＢＯＸからの発火 

自然発火 

スプレー缶圧縮の発

火 

置き場の整理整頓、空き缶処

分時のガス抜き確認、消火器

の設置 

パターン２ 
作業車からのオイル等

の漏洩  
老朽化による破損 

吸着マットの設置 

土嚢の設置、作業終了時の洗

車及びこまめな点検 

パターン3 
感染による長期自宅待

機 

新型コロナウィルス

による感染 

手洗いうがい励行マスク着用 

出勤前の検温、除菌消毒液の

設置 

パターン４ 
現場での突発的な事故 

酸欠状態に陥る 

マンホール内の酸素

濃度が低下 

マンホールに入る際は、酸素

濃度系で坂祖濃度を確認する 
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9．問題点の是正処置及び予防処置の結果 

令和5年 10月 20日 

 

① 温室ガス二酸化炭素の排出量 

2022年9月に発生した台風14号の影響による復旧作業が連日続いたことにより、所有車両の

稼働率も高くなり、使用した化石燃料の増加に伴い二酸化炭素総排出量が前年度よりも増加

してしまった。予防措置として、運搬時の低燃費運転やアイドリングストップを心がける。 

また、事務所にてＰＣを追加購入・稼働した為、電力使用による二酸化炭素排出量も前年度

よりも増加してしまった。予防措置として、事務所内のＰＣ以外の電化製品（テレビ、冷蔵

庫）の使用頻度を可能な限り減らすように心がける。また、節電のステッカーを事務所内に掲

示する。 

そして、感染症予防対策として、手洗い及びうがいの徹底をしたことによる冬季のお湯の使

用の増加により、LPGガスの使用量も大幅に超えてしまった。今後の対策として、お湯の温度

を低めに設定することと、必要最低限の使用を心がける。 

 

② 産業廃棄物（混廃） 

会社の事業内から出る混廃の量が前年度よりも増加してしまった。例年、年間4回・都度2㎥

を目途にしているが、台風14号の復旧作業及び、その他現場作業の増加に伴い、作業時に使

用する吸引ホースの劣化も早くなり、廃棄量も増加した結果、環境経営目標の数値に届かな

かった。予防措置として、劣化した吸引ホースについて、可能な限り補修をした上で使用す

るように心がける。 

 

③ 水道 

水道使用量については、コロナその他感染症の影響を考え、職場へ戻った際のうがい・手洗

いを励行し、身に付けていた作業着の洗濯を行う事が頻繫になり、使用量が減ったものの環

境経営目標の数値に届かなかった。予防措置として、節水のステッカーを事務所内に掲示す

る。 

【事務所内 掲示ポスターの例】 
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10.代表者による全体評価と見直しの結果 
作成者： 渡邉 臣美 

   作成日： 令和5年 10月 20日 

 

1.全体の評価と見直しのための個別評価            

今

期

の

取

組

状

況

確

認 

項目 確認:必要に応じて評価コメント記載 

1 エコアクション21文書 ☑：8文書8記録の様式作成の準備済み 

2 環境目標及び目標達成状況 ☑：前年度評価対比済み 

3 環境活動計画及び取り組み実施状況 ☑：計画通り又は進行しました。 

4 環境関連法規要求一覧及び遵守状況 ☑：違反はありませんでした。 

5 外部コミュニケーション・対応記録 ☑：対応受付はありませんでした。 

6 
問題点の是正・予防措置の 

実施状況 
☑：事故・トラブルはありませんでした。 

7 
取引先、業界、関係行政機関、 

その他の外部動向 
☑：産廃協会の研修参加 

8 その他(      )  

 

2.全体の評価と見直し結果 

今 

期 

全 

体 

の 

評 

価 

と 

見 

直 

し 

指 

示 

全コ 

体メ 

評ン 

価ト 

環境経営システムの有効性、 

環境への取組の適切性等 

1年間運用した結果、社員のシステム運用・取り組みも自

発的にできるようになりました。今後もPDCAサイクルを的

確に回し継続的な改善推進を指示します。次ページに続く 

見 

直 

し 

指 

示 

内 

容 

項目 
見直しの 

必要性 
「有」の場合の指示内容等 

1 環境経営方針 有 無  

2 環境経営目標・計画 有 無 

大方目標に達成出来たかと思われるが、 

一部達成出来なかった項目に対しては検

討しまた近づける様に努力する。 

3 環境経営計画・取組項目 有 無  

4 環境に関する組織 有 無  

5 その他のシステム要素 有 無  

6 その他(外部への対応等) 有 無  
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10．全体の評価と見直し・対応策・指示 

 
エコアクション 21の枠組みの中で取り組んできた「環境負荷の低減」について、全体的な

指標である化石燃料使用量に伴う二酸化炭素排出量は増加してしまったが、今後の課題とし

て、所有車両の運転時には、常に低燃費運転を心がけていくが、それ以外にもハイブリッド

車の導入や、エコタイヤ、その他リサイクル品の導入等にも意識していくこと。 

 

また、電力使用量や水道使用量についても、基本である節電と節水を心がけていく他にも、

電化製品の省エネモードでの使用などの消費電力の削減や、節水型の水道器具の導入等が挙

げられる。 

代表者を含む社員全員が一丸となって、環境負荷の低減について積極的に取り組んでいく

ように努力する。 

 

 

 

令和 5 年 10月 20日 

代表取締役 渡邉 臣美 


